平成25年2月6日

会員　各位

公益社団法人日本技術士会 中国本部

本部長　近藤 英樹

防災委員長　山下 祐一

拝啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、日本技術士会 社会貢献委員会は、来る3月1日（金）に『第3回社会貢献事例発表会～東日本大震災への対応(技術士会員としての課題)』を東京で開催します。この度、中国本部の皆様にもWeb中継により参加、聴講をして頂くことが可能になりました。

　技術士の知見を生かした社会貢献活動状況を、この様な場を通じて共有することは、皆様方の今後の活動にも役立つと考えますので、奮ってご参加ください。

ご多用の処、誠に恐縮に存じますが、下記締め切り期日までにお申込み賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

敬具

－ 記 －

１．主　催　：　日本技術士会 社会貢献委員会／中国本部 防災委員会
２．日　時  ：  平成25年3月1日　金曜日　14:00～17:30

３．会　場  ：　公益社団法人日本技術士会 中国本部事務局

４．内　容　：
14:00～14:10　内村会長 挨拶
14:10～14:50　発表１「岩手三陸の“なりわいの再生”に協力して
　　　　　　　　～技術士、日本技術士会の協力活動のあり方を問う！～
林 謙三（経営工学部門:㈱テクナレッジ・ジャパン　代表取締役）
	経営工学部会で21世紀における経営工学のあり方を論究した“経営工学ビジョン2050”の考え方を震災復興に実践すべく、ワーキンググループ「岩手三陸協力WG」を2011年12月に立上げた。具体的には岩手県の三陸沿岸地域の“なりわいの再生”に取組んでいる。


14:50～15:30　発表２「原子力・放射線部門の技術士として、震災後の福島で何ができたか」

　　　　　　　高橋 一智（原子力・放射線部門：高エネルギー加速器研究機構　放射線科学センター　技師）
	福島県の出身であり、放射線に関わる技術士として、この事故に対し何をしたのか、そして何が出来なかったのか。具体的な活動として行った、1.一時帰宅支援、2.放射線・放射能に関する情報提供、3.除染を通じて報告する。


15:30～15:40　休憩

15:40～16:20　発表３「東日本大震災　水産加工技術支援報告」

　　　　　　　阿部 万寿雄（水産部会・理事:ABE技術士事務所）
	水産関係の緊急復旧施設は水産物冷却用の製氷施設の技術情報を関係企業に提供することから開始した。以来今年の秋までにおこなった、漁港・製氷・冷凍冷蔵・水産加工団地・わかめ養殖施設技術支援について報告する。


16:20～17:30　パネルディスカッション
５． 定員、対象、参加費、ＣＰＤ

（１）定員　　３０人　

（２）対象　　技術士会会員及び一般参加者も歓迎します。

（３）参加費　会員：無料、非会員：500円

（４）ＣＰＤ　参加者には日本技術士会からＣＰＤ：３時間１０分の参加票を発行します。

６.　申込について

（１）締め切り　　平成25年2月28日（木）（ただし、定員になり次第締め切ります。）

（２）申し込み先

公益社団法人 日本技術士会 中国本部事務局：植田、勝田

広島市中区鉄砲町1番20号 第3ウエノヤビル6階

TEL： 082-511-0305　FAX : 082-511-0309　E-Mail : ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
	第3回 社会貢献事例発表会 Web中継参加申込書

主催：公益社団法人 日本技術士会 中国本部

申込ＦＡＸ番号：０８２－５１１－０３０９
※メール送信可能な方は、事務局の省力化のため、メールによる申込をお願いします。


「第3回社会貢献事例発表会 Web中継」の参加を希望します。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	申込者
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員

	技術部門
	(注3)

	勤務先
	

	連絡先
	住所(注4)：□会社　□自宅

〒

ＴＥＬ：

ＦＡＸ：

E-mail：


注1） 資格は該当するものを■(または☑)にしてください。
注2） 区分で会員とは日本技術士会会員を指す。該当するものを■(または☑)(同上)。

注3） 資格が技術士か修習技術者の方のみ記入。

注4） 連絡先は(会社・自宅)のうち該当するものを■(または☑)にして住所等を記入。

申込者が会員で事務局に登録済の住所等に変更がない場合は省略可能。

注5） 同行者がいる場合は下記に記入。

	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	同行者
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員

	
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員

	
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員


問合せ先：〒730-0017　広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階

公益社団法人日本技術士会 中国本部 TEL:082-511-0305 FAX:082-511-0309

E-mail：ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp 
公益社団法人日本技術士会 社会貢献委員会／中国本部 防災委員会 主催


第3回社会貢献事例発表会 Web中継（ご案内）


～東日本大震災への対応（技術士会員としての課題）～








